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The effects of the repeated retrieval-based learning support in children
with autism spectrum disorder in borderline intellectual disabilities :
Influences on memory retention and source memory
Chie Hotta, Hidetsugu Tajika, Motomi Toichi and Hisae Kato
要旨：本研究の目的は、反復検索学習が、境界知能領域にある自閉スペクトラム症を有する幼児の記
憶保持と出典記憶を高めるかどうか検討することである。課題の第 1段階として、子どもたちは 6つ
の生活用品が部屋の特定のどの場所にあるのか学習した。次に、子どもたちは 6項目がどこにあるか
直後にテストされた。その後、反復検索学習条件において子どもたちは、3回連続してそれらの項目
がどこにあるのか自分で置きに行くように求められたが、実験者のすぐ後ろについて学習する反復フ
ォロー学習条件では、3回連続して実験者と共に正しい場所を置くことが求められた。最後に子ども
たちは、5分後と 3時間後に 2つのテストを受けた。第 1に、生活用品が部屋のどこにあるのか置き
に行くテストであった。第 2に、正しく場所が思い出せた場合の出典についてであった。結果は、定
型発達児と同様に、境界知能領域にある自閉スペクトラム症児にも反復検索学習は保持と出典記憶の
正確さを高めることがわかった。
Abstract : The aim of this study was to examine whether repeated retrieval based learning could promote
the memory retention and source memory with autism spectrum disorder in borderline intellectual disability
performing a location memory task. In this task, the children first studied where six living wares were lo-
cated in each specific location of a room. After that, all children took immediately test where six items were
located. Then, in the repeated retrieval condition, the children were asked to put each one of the items in its
place by themselves three times successively with feedback, whereas in the repeated following with right be-
hind the experimenter, they were asked to put each items in its place with the experimenter showing them
the correct location, three times successively. After that, all children took two types of tests after five min-
utes and three hours. First test was that where living wares were located in each specific location of a room.
Second test was that children were asked to identify the sources of their correct recollections of location. The
results showed that repeated retrieval-based learning support could promote the retention and improve source
monitoring in children with preschool children with autism spectrum disorder in borderline intellectual dis-
ability, as well as neurotypical development.
Key words：境界知能領域にある自閉スペクトラム症 autism spectrum disorder with borderline intellectual disability
反復検索学習 repeated retrieval-based learning 保持 memory retention 出典記憶 source memory 位置
記憶 location memory
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Ⅰ．はじめに
社会生活を円滑に営む上で、記憶が適応的に働くこと
は重要であり、それは幼児期の子どもにおいても同様で
ある。例えば、玩具、衣類、食器等がどこにあり、どこ
に片つければよいかといった保持（memory of loca-
tion：以下、位置記憶とする）、誰にそれを教えてもら
ったのかといった情報源（source memory：以下、出典
記憶1）とする）が正確であることは、子ども自身がより
良く生活を進めるために必須である。単にどこに玩具が
あるかといったことを知っているだけではなく、その出
典を提供してくれた大人や友達をも想起できれば、玩具
の場所がわからない場合は、その大人や友達にたずねる
ことができる。十分な言葉をもたない 1歳児でもこうい
った能力を獲得していることは子どもの姿からも明らか
である。一方、本研究が対象とする境界知能領域におけ
る自閉スペクトラム症の子どもたちは、その特性からし
て記憶の領域に課題を抱えているため、日々の生活スキ
ルの獲得に困難がみられる2）。こういった課題に対する
解決の手段として、本研究は、子ども自身が反復して検
索を行う学習（repeated retrieval-based learning：以下、
反復検索学習とする）を行い、先に示したような位置記
憶の保持と出典記憶を促すことに有効であるか検討する
こととする。反復検索学習が出典記憶を高めるのかどう
か検討することにより、対象の位置記憶のみならず、そ
の周辺情報やその文脈に対する気づき、またそれを提供
しくれた大人や友達との関わりを広げる契機となること
も期待できる。
1．問題の所在
（1）境界知能領域および自閉スペクトラム症
文部科学省3）によれば、知的発達症とは、一般に、認
知や言語などにかかわる知的能力や、他人との意思の交
換、日常生活や社会生活、安全、仕事、余暇利用などに
ついての適応能力が同年齢の子どもに求められるほどま
でには至らない状態を指す。そのため、特別な支援や配
慮が必要であるが、その状態は、環境的・社会的条件で
変わり得る可能性があることをも示している。境界知能
領域にある幼児とは、知能指数が 70から 85の領域にあ
り、前述における知的発達症の子どもほど重症度は高く
ないものの、適応行動に困難を抱えている就学前の子ど
もを指す。さらに DSM-52）においては、変化し得る就学
前の幼児期においては、知的発達症というよりは全般的
発達遅延という診断基準を設けており、境界知能領域の
幼児もここに該当するといえる。
また、自閉スペクトラム症は、対人相互性の障害及び
同一性保持の両特性を核とするもので、知的発達症と同
様に、神経発達障害に位置づけられる2）。幼児期からみ
られる対人相互性の障害の一例として、たとえそうした
いと思っていても同年代の子どもと仲良く遊ぶことが難
しかったり、友だちや遊び相手が楽しい気分から悲しい
気分に変わった時にその切りかわりに適切に反応するこ
とが難しい、場に不相応な表情や返答をする等の特徴が
挙げられる。これらの背景には、視線や表情といった非
言語情報の読み取りや表出の問題が関係する。さらに同
一性保持には、思考や記憶の柔軟性の乏しさも背景と
し、決めたことをなかなか変えられなかったり、興味や
関心の対象が狭かったり過度に熱中しすぎるといった特
徴が挙げられる。境界知能領域にある自閉スペクトラム
症の幼児とは、前述のこれら 2側面を併せもった就学前
の子どもを指す。
（2）境界知能領域にある自閉スペクトラム症の幼児を対
象とする理由
本研究がこういった境界知能領域にある自閉スペクト
ラム症の幼児を対象とする理由は 2つある。第 1の理由
として、保育教育現場において、境界知能領域にある自
閉スペクトラム症の子どもの生活スキル獲得に関する支
援の需要が高いにもかかわらず、対応に窮している現状
があるためである4, 5）。先行研究4）において、保育者が
配慮を要すると判断した 5歳児に対して、田中ビネー式
検査の一部、及び絵画語彙検査（語彙検査の引用）を実
施したところ、配慮が特段必要ではない 5歳児と比べ、
両検査結果が有意に低いことがわかった。特に、対象と
なった知的発達に遅れを伴う幼児は、発達障害を有する
幼児と同様の特徴を示すことも明らかにした。さらに、
保育者が最も困難を示す行動の中で上位に挙がっている
のが、指示をすぐに忘れてしまい、集団から孤立したり
異なる活動を行う等の記憶に関係する自閉スペクトラム
症の特徴であった。また、どのように支援すれば子ども
の適応を促すことが出来るのか不明であるとの自由記述
も認められた。
第 2の理由として、自閉スペクトラム症児は平均的な
発達領域と、発達の遅れた領域を併せもつため、全体的
には境界知能領域の発達水準を示すことも多い。そのた
め、場所の記憶や出典記憶が弱く、片付けなどのスキル
が身に付きにくいことが容易に想像できる。先行研究に
おいても同様の知見が認められる。例えば、重症度で言
えば軽度にあたる知的発達症を有する自閉スペクトラム
症児を対象とした研究においては、時間経過に伴う記憶
成績の低下が定型発達者よりも顕著であることがわかっ
ている6）。また、本研究が注目する出典記憶を扱った研
究も数少ないが存在する7, 8）。それによれば、定型発達
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児よりも、思い出した内容が自分で覚えたことなのか、
他者が教えてくれたことなのかの出典が曖昧になる傾向
が有意に高いことを示している7）一方で、別の研究8）は
両群に差がないと報告している。Millward ら7）の対象者
は、臨床群が 13.1歳、定型発達群が 6.3歳、Hare ら8）に
おいては、臨床群が 27.7歳、定型発達群が 49.6歳であ
り、生活年齢に違いが認められることも鑑みれば、本研
究が対象とする幼児に対して、この知見をそのまま適用
することはできないため、改めて検討する必要があると
いえる。
以上を要約すると、これまでの様々な学習課題を用い
た研究において、境界知能領域にある自閉スペクトラム
症の幼児における位置記憶保持には困難がある可能性が
あるものの、それを高めるための有効なアプローチにつ
いてはみられない。また、自分が思い出した情報を誰か
ら教えてもらったのか、自分で学んだことなのか、他者
から聞いたのかといった出典記憶を高めることについて
も社会生活場面では必要なスキルといえるが、幼児を対
象とした研究知見がなく、第 1の理由に対する回答は明
確にできない状況である。
2．本研究の目的
（1）目的の概要
上述したように、境界知能領域にある自閉スペクトラ
ム症幼児の記憶に絡む行動上の問題への支援の需要は高
く、社会生活に直結した位置記憶保持に困難を抱えてい
る可能性があるが、それを直接確かめた研究も認められ
ず、出典記憶に関する知見も乏しい。さらに、保持や出
典記憶を高めるためのアプローチも認められない。その
ため、本研究は、境界知能領域にある自閉スペクトラム
症幼児の位置記憶や出典記憶が同年齢の定型発達児と比
べて低いのか明らかにすることを第 1の目的とする。第
2に、記憶の保持と出典記憶を高めるためのアプローチ
として近年有効であることが確認されつつある検索学
習9～12）を取り入れ、その有効性についても確認したい。
これにより、実際に位置記憶を高めるために、保育者が
どのような手立てを行えばよいのか具体的に提示するこ
とができる。以下では、反復検索学習について述べる。
（2）反復検索学習の効果
前述した反復検索学習が、小中学生や大学生、成人の
みならず、4歳から 6歳の幼児にも有効であることは 3
研究13～15）によって明らかになっている。これらの先行
研究に共通する典型的な手続きは、初回学習、反復検索
／反復読み、直後テスト、遅延テストの 4段階から構成
される。まず初回学習では、学習材料を読む、書く、あ
るいは実験者から聴く等の方法で覚えることが求められ
た。その後、反復検索学習／統制学習段階において、一
部の学習材料は繰り返し読み書きをして得た情報を自分
で検索することが求められ（以降、反復検索学習条件と
称する）、他方は、反復検索学習条件と同時間、繰り返
し覚えた情報を読む、書く、聞くように求められた（以
降、統制条件と称する）。検索の際には、一切の情報は
提示されず、誤答、無答の場合に回答がフィードバック
されるだけである。そのため、学習者は誤答や無答の場
合、忘却やエラーに気づき、後続の学習の際にどのよう
にすれば正確な想起が可能になるか方略を講じることが
できる12）。その後、直後、遅延テスト段階において、覚
えた際に学習した材料が全てテストされた。その結果、
反復検索学習条件は統制条件と比べ、記憶保持率が良い
ことがわかっている。また、反復検索学習は保持を高め
るだけでなく、学習に対する動機付けやメタ認知、新た
に気づかなかった視点への気づきなども促進されるとい
う二次的な効果が得られることもわかっている12）。ま
た、別の先行研究15）は、反復検索学習が語彙理解に遅れ
のある幼児に対しても有効であることを示し、特定の臨
床群において負担無く取り入れることができること、ま
た検索を行った場合、幼児が当該課題に対する問いを生
みだしたり、それを通じて実験者とコミュニケーション
を取りやすくなる事も見出した。
以上のことより、反復検索学習は、本研究が対象とす
る境界知能領域における自閉スペクトラム症の幼児にも
適用できるといえ、本研究の第 2の目的である位置記憶
保持と出典記憶の促進に良い影響を与えることが予測で
きる。出典記憶は、当該情報についてより深い処理を施
せばそれだけ強固に形成されることがわかっている1）。
検索が幼児の問いを生み出しやすい先行研究の報告から
しても、反復検索学習が当該情報の処理を深め、出典記
憶を促進する可能性は高いといえる。
Ⅱ．方 法
1．実験参加児
実験参加児の抽出については、協力園 3園を対象とし
た。それぞれの園について、ダウン症をはじめとする明
らかな先天性疾患を有する幼児以外の 4歳児計 76名、5
歳児計 75名の 151名の幼児が対象となった。協力につ
いては、所属園及びその保護者への事前の同意を得た後
に行った。なお、実際の選定については、自閉スペクト
ラム症を園現場において特定するために開発された観察
チェックシート16）及び下記に従って成された。観察シー
トについては、先行研究16）を参照されたい。両群につい
て、児童精神科専門医、臨床発達心理士の訪問により、
保育者への面接及び幼児の観察、保育者及び保護者から
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の聴取による観察チェックシート16）を用いて総合的に行
い、BIASD 群と TD 群を特定した。結果として対象と
なった園児は 36名であり、16名は境界知能領域の自閉
スペクトラム症児（以降 BIASD 群とする）、20名は定
型発達児（TD 群：以下 TD 群とする）であった。な
お、BIASD 群の平均月齢は 67.77、標準偏差は 6.10で
あり、TD 群については 66.14、標準偏差は 7.13であり、
両群とも 4歳 11ヶ月から 6歳 6ヶ月の年齢範囲の幼児
を対象とした。なお、境界知能領域の特定にあたって
は、田中ビネー式知能検査17）を用い、知能指数が 70か
ら 85の範囲内を BIASD 群（平均 IQ＝78.80，標準偏差
＝6.56）、86以上 110の範囲内を TD 群（平均 IQ＝
98.72，標準偏差＝5.32）とした。なお、田中ビネー式知
能検査結果の詳細については、紙面の都合と本報告の主
目的からは外れるため、詳細については省く。
2．実験計画
2×2×3の混合要因計画であった。第 1要因は群であ
り、BIASD 群及び TD 群であった。第 2要因は、学習
条件であり、反復検索学習条件及び実験者の後ろについ
て玩具を置きに行く反復フォロー（follow）学習条件で
あった。反復フォロー学習条件は、あくまで実験者の後
について一緒に置きに行くのみであり、子どもが自らど
こにあったか場所を思い出し置きに行く検索条件とは学
習方法が違うものである。第 3要因は保持時間であり、
直後、5分後及び 3時間後にテストを実施した。
従属変数は、2種類である。第 1の従属変数は、直
後・5分後・3時間後の位置記憶の再生正答数である。
第 2の従属変数は、5分後と 3時間後の出典記憶の正答
数であり、「その場所にその玩具があることを誰から教
えてもらった？」「○○先生（実験者の名前）」と正しく
言えたり指をさせた場合に正答とするが、この場合、出
典正答数は再生正答数の影響を受けるため、再生正答数
に対する出典正答数の割合（以下、出典正答率とする）
を求めて分析することとした。なお、出典については、
直後再生テストでは実験者が教えたことが明らかである
ため尋ねなかった。
3．材料及び手続き
幼児には、「きれいに片づけに行くゲーム」と称し、
保育室の机に、6個のオモチャ（帽子、歯ブラシ、鉛
筆、タオル、花、鞄）を正しく置くことができるかどう
かを一緒に行うことを教示した。課題の前に、実験者の
名前も言えるようになるまで参加児と十分に遊んだ。
初回学習時は、6個のオモチャが保育室のどの場所に
あるかを実験者が教えた。その後、場所を正しく学習で
きているか、6個の置き場所がどこにあるか指をさして
示すように求めた（直後再生テスト）。
その後、6個のうち 3個は反復検索学習条件、残り半
数は反復フォロー学習条件とした。反復検索学習条件の
場合は、幼児に対象物を渡し、置きに行くように教示し
た。間違えた場合やわからない場合は、正しい置き場所
を教えた。反復フォロー学習条件の場合は、実験者が対
象物を持って置きに行く際に後ろについて一緒に対象物
を机の上に置くように声をかけながら行った。このと
き、実験者は子ども主導ではなく、実験者主導で対象と
なる生活用品を置くように心がけた。なお、スタート地
点に一回ずつ必ず戻り、3回集中的に反復検索学習及び
反復フォロー学習を行った。
引き続いて、5分後、3時間後に遅延再生テストを実
施した。テスト材料として、学習項目 6つ、非学習項目
2つ（e.g.，スプーン、コップ）の計 8項目を用意した。
子どもが見たことのない項目を目にし、集中して回答で
きるように非学習項目を含めた。これら 8項目について
どこに置いてあったか置きに行くように求めた。正しい
場所に置きに行けた場合、誰にその場所を教えてもらっ
たか（正解は、実験者）を尋ねた。
Ⅲ．結 果
Table 1には、対象となる項目を正しく置くことので
きた再生率と正しく再生できた場合の出典正答率を示し
た。Table 1の結果をもとに、2（群：BIASD・TD：個
人間要因）×2（学習条件：反復検索学習・反復フォロー
学習：個人内要因）×3（保持時間：直後・5分後・3時
間後：個人内要因）の混合要因の分散分析（ANOVA）
を実施したところ、学習条件の主効果が有意であり（F
（1,34）＝9.34, MSe＝.24, p＜.01）、反復検索学習条件の
方が反復フォロー学習条件よりも有意に成績が高くなる
ことがわかった。また、保持時間についても有意であり
（F（1,34）＝11.80, MSe＝.49, p＜.05）、直後の再生率は、
Fig 1 保育室内の実験状況
注）A、B、C、D、E、F のそれぞれに、帽子、歯ブラシ、
鉛筆、タオル、花、鞄を置いた。子どもによってラン
ダムに配置を変えた。
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5分後（t（68）＝2.90, MSe＝.49, p＜.01）、3時間後（t
（68）＝4.86, MSe＝.49, p＜.001）よりも高く、また 5分
後は 3時間後よりも有意な傾向差で高いことがわかった
（t（68）＝1.96, MSe＝.49, p＜.06）。群の主効果（F（1,34）
＝1.59, ns）、群と学習条件（F（2,68）＜1, ns）、群と保持
時間（F（2,68）＝1.84, ns）、及び群、学習条件と保持時
間（F（2,68）＜1, ns）の交互作用はいずれも有意ではな
かった。
以上の結果から、BIASD 群と TD 群間での結果の違
いは認められなかったが、本研究の 2つの目的にあわせ
てさらに以下の分析を行うこととする。第 1に BIASD
群と TD 群における学習条件ごとの成績の違いについ
て、直後から 5分後、及び直後から 3時間後にどの程度
忘却が進行したかといった差異に基づく分析（以下、5
分後・3時間後の忘却率とする）を報告する。直後再生
テストでは指さしでも項目位置が特定されれば正答と
し、5分後、3時間後の再生テストでは、当該項目の位
置まで置きに行くという再生方法であったため、再生テ
スト方法に違いはあるが、課題自体の難易度に質的な違
いは認められないため、第 2に、直後を除く 5分後、3
時間後の出典正答率の分析結果を報告する。
1．BIASD 群、TD 群における保持時間の忘却率及び学
習条件ごとの成績
Fig 2に示したように、5分後、3時間後の忘却量を分
析の対象とする。
2（群：BIASD・TD：個人間要因）×2（学習条件：反
復検索学習・反復フォロー学習：個人内要因）×3（忘却
率：5分後・3時間後：個人内要因）の混合要因の分散
分析（ANOVA）を実施したところ、群の主効果が有意
傾向であり（F（1,34）＝3.02, MSe＝1.68, p＜.10）、BI-
ASD 群は TD 群よりも忘却の程度が高い傾向にあるこ
とが分かった。さらに反復検索学習条件の主効果も有意
であり（F（1,34）＝9.02, MSe＝.39, p＜.01）、反復検索学
習条件の方が反復フォロー学習条件よりも有意に忘却率
が低いことがわかった。また、差異についても有意であ
り（F（1,34）＝4.46, MSe＝.42, p＜.05）、3時間後の方
が、5分後よりも有意に忘却率が高いことがわかった。
なお、群と学習条件（F（1,34）＜1, ns）、群と忘却率（F
（1,34）＜1, ns）、学習条件と忘却率（F（1,34）＜1, ns）、
及び群、学習条件と忘却率の（F（1,34）＜1, ns）交互作
用はいずれも有意ではなかった。
2．BIASD 群及び TD 群における学習条件ごとの成績
Fig 3に結果を示した。2（群：BIASD・TD：個人間
要因）×2（学習条件：反復検索学習・反復フォロー学
習：個人内要因）×2（保持時間：5分後・3時間後：個
人内要因）の混合要因の分散分析（ANOVA）を実施し
Table 1 各々の群・学習条件・保持時間における平均再生率及び出典正答率
学習条件
直後 5分後 3時間後
BIASD TD BIASD TD BIASD TD
反復フォロー学習
再生率 .87（.16） .90（.15） .46（.33） .57（.27） .44（.33） .48（.24）
出典正答率 .08（.27） .21（.37） .08（.27） .29（.45）
反復検索学習
再生率 .87（.16） .93（.14） .64（.28） .93（.14） .64（.31） .86（.21）
出典正答率 .18（.31） .37（.43） .17（.32） .39（.47）
注）（ ）＝標準偏差
Fig 2 各々の群・学習条件・保持時間における平均忘却率
注）値が高いほど忘却が進行していることを意味する
Fig 3 各々の群・学習条件・保持時間における平均出典正答
率
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たところ、学習条件の主効果が有意であり（F（1,34）＝
6.09, MSe＝.06, p＜.05）、反復検索学習条件は反復フォ
ロー学習条件よりも出典記憶が正確であることがわかっ
た。すなわち、反復検索学習条件の方が反復フォロー学
習条件よりも、BIASD 群、TD 群共に、項目の場所を実
験者から教えてもらったと正しく答えられる程度が高ま
ることがわかった。なお、群（F（1,34）＝2.07, ns）、及
び保持時間（F（1,34）＜1, ns）それぞれの主効果、群と
学習条件（F（1,34）＜1, ns）、群と保持時間（F（1,34）＜
1, ns）、学習条件と保持時間（F（1,34）＜1, ns）、群、学
習条件と保持時間（F（1,34）＜1, ns）の交互作用はいず
れも有意ではなかった。
Ⅳ．総合論議
1．結果のまとめ
本研究は、境界知能領域にある自閉スペクトラム症の
幼児において、指示をすぐに忘れてしまうといった記憶
の働きに関係した行動上の問題に対する支援の方法が見
いだせないことによる状況を踏まえ4, 5）、第 1に、反復
検索学習が境界知能領域にある自閉スペクトラム症幼児
の位置記憶保持を高めるかどうか、第 2に、対象物の場
所を誰から教えてもらったかの出典記憶が反復検索学習
によって促進されるかどうか検討した。その結果、以下
2点が明らかとなった。第 1に、境界知能領域にある自
閉スペクトラム症児の忘却率は定型発達児より全般に高
い傾向にあること、第 2に、反復検索学習には忘却率を
低減させる効果があり、この効果は 5分後でも 3時間後
でも同程度に認められること、第 3に、反復検索学習に
は出典正答率を高める効果もあり、やはり 5分後でも 3
時間後でも同程度に効果が認められることがわかった。
以上の結果より、定型発達群より全般的に忘却率は高
いものの、少なくとも数時間ではあるが、同時間大人の
後ろについて行う学習よりも反復検索学習の方が境界知
能領域にある自閉スペクトラム症の特性を有する幼児の
位置記憶保持を高めることがわかった。また、情報を提
供した人が誰であるかといった出典の正確さについても
検索によって促進されることも明らかとなった。つま
り、反復検索学習は、両群の幼児共に「実験者に教えて
もらった」と正確に出典を答える程度を高めることがわ
かった。
2．反復検索がもたらす効果
（1）反復検索が記憶保持を高めるものの、依然として境
界知能領域にある自閉スペクトラム児は定型発達児
には及ばない点と出典記憶を高める根拠について
上述したように、反復検索学習によって境界知能領域
にある自閉スペクトラム症児の忘却を緩和させる効果が
生じるが、それでもなお、その忘却率は定型発達児には
及ばなかった点について念頭に置く必要がある。そもそ
も、境界知能領域にある幼児を対象とした忘却率に関係
する先行研究は、小学生以降のものが多く18, 19）、ほと
んどみられないことは序論で述べた通りである。その中
で参考となる代表的な先行研究はいくつか存在する
が6, 20, 21）、そのほとんどが知的発達症を対象としてい
る。これらの研究では、全般的に知的発達症児が定型発
達児よりも忘却率は高いが、忘却の速度に差はなく、効
果的な符号化時の方略の使用が保持の向上には肝要であ
る22）と論じている。また、本研究においても、全般的に
境界知能領域にある自閉スペクトラム児において忘却率
が高く、これについては一般的に認められる傾向と言え
るかもしれない。しかし、知的発達症のない自閉スペク
トラム症者においては、急速な忘却の進行が認められる
とする知見も存在するため23）、今後も検討が必要とな
る。
全般的な忘却率の高さが認められるものの、定型発達
児のみならず、境界知能領域にある自閉スペクトラム症
の幼児にも検索による学習が有効である理由について考
察する必要があるが、これを議論できるほどの先行知見
が蓄積されていない現状である。ここでは、小中学生以
上の児童生徒及び成人を対象とした 2研究18, 19）と幼児
を対象とした 2研究13, 14）を参考に議論してみたい。本
実験は大人に追従して学習するフォロー学習条件と子ど
も自身が検索する検索条件を設定し、各学習を 3回反復
するように求めた。これまでの研究において、情報を見
聞きする学習よりも、検索は手がかりとなる文脈と思い
出すべき情報との結びつきを自分なりのやり方で強化す
る働きがあるとされている14, 24）。この結びつきは、初
回学習時やフォロー条件のように、実験者から教えられ
見聞きしてつくられた外的な連合とは質的に異な
る25, 26）。今回の実験事態でいえば、検索は帽子がどこ
にあったか子どもにとってヒントになる手がかりが無い
状態から自力で思い出さなければならない。特定の場所
に子ども自身が動いて置きに行く距離、方向や動き方と
いった要因と、帽子や机の色、形や角度及びといった視
覚的な性質に基づく要因とが検索の回数を繰り返すこと
によってより強固に結びつき、後続の検索もその連合を
利用してよりスムーズに思い出すことが可能になる14）。
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検索による学習の背景にあるこういった機構の根拠は、
血中酸素濃度依存型の fMRI を用いて神経学的にも得ら
れつつある25）。つまり、初回学習は内容の理解も必要と
なり認知的制御（cognitive control）を反映する背外側前
頭前野（DLPFC）の領域の活動が有意に高まる。しか
し、反復検索による学習後、1日後、7日後の結果では、
DLPFC の活動は制御され、頭頂皮質（parietal cortex）
領域の活動が増した。頭頂皮質領域は、情報と情報を結
びつける収束帯としての活動が反映され、一般的にスキ
ーマのような意味記憶及び表象を検索する際に活動する
ことがわかっている26, 27）。つまり、検索による学習を
繰り返すと、一定時間後には、心的努力を必要とせず、
統合された意味情報を想起することができる可能性があ
る。しかし、これらの研究は、成人を対象に単語学習の
課題を対象とした知見であるため、慎重に議論を展開し
なくてはならない。
冒頭で示したように、実験者と共に子どもが追従して
学習するよりも、検索は思い出せたこと、思い出せない
事への気付き両者を促し、その情報を提供した実験者へ
の注意も促進されやすく、出典記憶の正確さも増した可
能性がある。また思い出せない状況を回避しようとする
動機づけを高める契機にもなるため12）、子どもの動きと
対象物あるいは対象の周辺にある空間的な視覚的性質と
がより強固に結びつきやすい状況にもなる14）。こういっ
た情報の結びつきを強化する反復検索による学習によっ
て数時間後にはよりスムーズに当該の場所に置きに行く
ことができるのではないかと考えられる。忘却率は全般
的に高かったものの、出典記憶については両群において
差がみられなかった点については、直接参考となる知見
も存在しないため、今後その原因を追究するための検討
が必要となるといえる。
（2）境界知能領域にある自閉スペクトラム症幼児への検
索学習の取り入れ方
本研究は、フォロー条件および検索条件共に、特定の
場所に帽子や鞄などを置きに行くという「行為」を伴う
検索学習を取り入れた。一般的に、情報を見たり聞いて
覚えるよりも、実際にその行為を伴う覚え方によって成
績が高まることを行為優位効果28～30）と呼ぶ。例えば、
ハサミを道具箱に片つける場面を画像等で見ながらハサ
ミの在り処を覚えるよりも、自分でハサミを片つける行
為を行って覚える方が、ハサミの在り処に関する成績が
高いことを意味する。実際に、知的発達症を伴う自閉ス
ペクトラム症児においても行為優位効果は得られるよう
であるが、それは他者の行為をみても同程度の成績であ
るとする報告8）や、自分が行うよりも他者が行う場合に
成績が高まるとする報告もある6）。しかしこれらの研究
は、ハサミを置くべき場所を直前に教えられ、それを当
該の場所に置くように直後に求められるため、検索では
なく単にリハーサルしているに過ぎない。しかし本研究
は、ハサミがどこにあるかを自分自身で思い出さなけれ
ばならない検索と行為との相互の影響を受け、より 5分
後及び 3時間後の保持と出典を高めた可能性がある。行
為を伴う保持促進の効果について境界知能領域にある自
閉スペクトラム症児を対象とした研究がそもそも少ない
ため、今後も研究の蓄積が必要となる。
3．保育実践に活かす
本研究の重要な知見は、全般的な成績低下の傾向は認
められたものの、境界知能領域にある自閉スペクトラム
症の幼児において、同時間実験者に追従して玩具や生活
用品を置いて学習するよりも、自ら検索して行為を行う
学習方法が長期保持に効果をもつことであり、加えて、
誰がそれを教えてくれたのかという出典の正確さを高め
ることについても明らかにした点にある。このことは、
日常生活場面において、保育者の指示を繰り返し聞いた
り片つける場所を見て教えられるよりも、幼児自身が何
をどこに置くべきか回答の検索を求められる支援を取り
入れる方が、保持や情報の出典という観点において利益
をもたらすことを示唆するものである。子どもが対象物
の在り処が分からない時に、誰にきけば良いのかといっ
た出典の特定を視野に入れた学習支援を考えることも有
効ではないかと考える。こういった本研究の知見は、養
育者や保育者の幼児への日々の関わりの中ですぐにでも
導入できるものである。
比較的最近の先行研究では、語彙理解に遅れのある幼
児15）やてんかん重積患者や筋緊張の高い患者に対する医
学的知識の習得に対して反復検索を取り入れ、その有効
性を確かめた研究もみられるようになってきた31）。本研
究はあくまで境界知能領域の自閉スペクトラム症の幼児
に限定した報告であることを踏まえ、今後も特定の障害
を有する対象者への検討を繰り返すことが求められる。
このように、特定の臨床群への適用を考える上で重要な
ことは、患者や幼児の学習に対する意欲を阻害しない学
習方略の適用が求められる。今回は明確にデータを蓄積
しておらず推測の域を出ないが、本研究の手続きにおい
て使用した反復検索は、幼児にとって負担を与えるもの
ではなく、対象を置きに行く検索課題を繰り返すうち
に、自信を持って主体的に物を置きに行く姿が定型発達
児のみならず境界知能領域にある自閉スペクトラム症児
にも窺えた。このことは、検索を繰り返すうちに、何を
保持すればよいか明確になり、検索を求めた実験者との
安定したコミュニケーションにもつながる可能性を示唆
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するものである15）。言語発達の重要な側面であるコミュ
ニケーションを促す視点からも、本研究が用いた課題は
意味があったといえる。特に、学習時の検索の際に、
「この帽子は僕のではないけどどうしたの？」「鞄はいつ
もお部屋のきまったところに置くよ」「お片付けするの
好きだよ」等といった発言が定型発達群で 16名中 12
名、境界知能領域にある自閉スペクトラム症群で 20名
中 14名に認められた。課題に無関係な発言も認められ
たが、上述したように、検索が状況理解を深め、なぜこ
の対象物が当該の場所にあるのか追求しようとする態度
を育成する二次的効果をもたらす研究結果と一致するも
のである24, 32～34）。
4．今後の課題
本研究結果をもとに、今後検討すべき課題は以下の 3
点に集約できる。第 1に、今回は、対象の在り処の保持
やその出典について非言語材料において効果を確認した
が、他の刺激材料にも適用可能かどうか検討することで
ある。反復検索の長期保持効果が汎用的なものであるこ
とを提示することで、多種多様な領域での支援に活用で
きる可能性を高めるものといえる。第 2に、境界知能領
域にある自閉スペクトラム症児の忘却が全般的に低い傾
向の理由及び出典記憶については両群で差がみられない
点を検討するとともに、反復検索が長期保持を促進する
理論的背景を追求することである。前述したように、行
動データによる根拠を提示することはできないが、検索
が繰り返される中で、当該材料に対する疑問や状況理解
の深化を誘発する可能性が示唆された。また本研究は、
検索による保持促進効果を 5分、3時間後と確認した。
数分後は長期記憶にあたるが、さらに延長した 1日後、
数日後にも効果が確認されるかどうか検証する必要もあ
る。これが 3点目の課題である。短期からさらに延長さ
せた長期的な保持間隔を設定し、反復検索がもたらす記
憶保持の効果について積極的に追求していく必要がある
といえる。
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